
城
じ
ょ
う

岡お
か

停て
い

車し
ゃ

場ば

紀き

念ね
ん

碑ひ

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見
〇47

み
な
さ
ん
は
、
北
長
岡
駅
が
か

つ
て
城
岡
駅
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）、

北
越
鉄
道（
今
の
信
越
線
）の
全
通

で
、
初
め
て
長
岡
の
ま
ち
を
列
車

が
走
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
現
在
の
北
長
岡
駅
周

辺
は
一
面
の
水
田
地
帯
で
し
た
。

し
か
し
、
明
治
四
十
年
に
は
長

岡
に
お
け
る
近
代
工
業
の
先
駆
け

と
な
る
、
北
越
製
紙
株
式
会
社
が

蔵
王
町
の
信
濃
川
河
畔
に
創
設
さ

れ
る
な
ど
、
徐
々
に
開
発
の
兆
し

も
見
え
始
め
ま
し
た
。

や
が
て
そ
ん
な
状
況
を
背
景
に

駅
の
設
置
が
求
め
ら
れ
、
大
正
四

年（
一
九
一
五
）十
一
月
に
城
岡
駅

は
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
六
年（
一
九
三
一
）の
上
越
線
の

全
通
も
あ
っ
て
そ
の
重
要
性
は
増

し
、
長
岡
駅
を
上
回
る
人
員
、
貨

物
、
収
入
の
伸
び
率
と
な
り
ま
し

た
。城

岡
駅
改
称
の
要
望
は
、「
対
外

的
に
城
岡
で
は
長
岡
市
内
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
」
と
い
う

理
由
で
、
城
岡
駅
の
拡
張
の
要
望

と
併
せ
て
、
昭
和
十
三
年
に
長
岡

商
工
会
議
所
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
長
岡
市
は
、
木
村
清
三

郎
市
長
の
も
と「
工
業
立
市
」を
市

の
方
針
と
し
て
打
ち
出
し
、
都
市

計
画
で
工
場
地
帯
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
た
城
岡
・
蔵
王
地
区
に
、

盛
ん
に
工
場
誘
致
を
進
め
て
い
ま

し
た
。
こ
の
た
め
城
岡
駅
も
工
業

駅
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
し
た
。

駅
名
の
変
更
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
の
激
化
の
た
め
す
ぐ
に
は
実

現
せ
ず
、
昭
和
二
十
六
年
に
な
っ

て
よ
う
や
く
城
岡
駅
は
、
北
長
岡

駅
と
な
り
ま
し
た
。

▲城岡停車場紀念碑（城岡２）
碑は城岡駅の完成から８年後の大

正12年（1923）に建立。
駅名改称の話があった昭和13年の

乗者数は103,486人、貨物の取扱は約
95,000トンで、合わせて267,927円の
収入でした。ちなみに平成９年度の
乗者数は、約175,000人（１日480人・
無人駅）でした。

（市政モニター・
諏訪祐子さん）

スーパーマーケットの食品は、
ほとんどが発泡スチロールに入っ
ています。各店舗で回収していま
すが、１カ月もためるとずいぶん
の量になります。
これらは燃やせる素材にならな
いのでしょうか。

「ごみの減量」が
根本的な解決策です
（回答：環境業務課）
ごみ減量化のために、ご意見の
ように燃やせる素材にすることは
ひとつの方法です。すでに市内の
スーパーでは、果物や卵などに「燃
やせる素材」として紙の容器を使
っているところもあります。
長岡市では、発泡スチロールト
レーは有毒ガスなどの発生を避け
るため、「燃やさないごみ」として
溶かした後、固めて埋め立ててい
ます。
ごみについて考えるときは、ご
みの減量ということから取り組み

ましょう。量り売り、ばら売りの
商品を買うなど、ごみが出ない生
活をするのは根本的な解決策です。
またリサイクルをするのも有効

です。発泡スチロールトレーは、
市内の主なスーパーでリサイクル
のために回収されています。みな
さんのご協力のおかげで異物の混
入が少なく、同じトレーに再生す
ることができるそうです。
このように、いろいろな方法で
資源循環型社会を築いていくこと
が重要です（関連記事は４～５ペ
ージ「ごみの減量とリサイクルに
関する提言がまとまる」）。
今後もみなさんのご理解とご協
力をお願いします。

市政へのご意見は「市長への手紙」でお寄せください。市役所１階案
内所、市民サービスコーナー、中央公民館、各地区公民館、各図書館に
置いてある「市長への手紙」のはがきをご利用ください。

通信８

ナガ
オカ

ネイチ
ャー

スコ
ープ

12月自然観察〇152

長岡では５月中、下旬に浅い水たまりで
見かけることが多い種である。しかし、晩
秋の暖かい日にはよく飛び、そして水生甲
虫としては意外なことに、写真のように葉
上で日光浴をしているのが観察される。
越冬場所は水域近くの石の下や土が盛り
上がっている箇所が選ばれ土に潜るが、冬
季に発見するのは難しい。

ヒ
メ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

秋から初冬にかけて、種々の林内の落ち
葉の間に多数が群生もしくは帯状に一列に
なって発生する、ずんぐり形のキノコ。傘
は名前のとおり灰色～灰褐色、ひだは密で
白色～クリーム色、柄の下のほうがやや膨
らんでいる。
食用菌ではあるが、人によっては中毒を
起こすことがあり、生食すると毒など注意
が必要な菌である。癖のある臭いをもつも
のが多く、食用にするにはしょうゆなどで
味付けが必要。

ハ
イ
イ
ロ
シ
メ
ジ

▲

諏
訪
祐
子
さ
ん

～スーパーの食品用容器を燃やせる素材に～

■■ 編編集集・・発発行行／／長長岡岡市市広広報報課課 〒〒994400--88550011 新新潟潟県県長長岡岡市市幸幸町町22のの11のの11 長長岡岡市市役役所所 ��00225588・・3355・・11112222
��00225588・・3399・・22227722 ■■ 平平成成1111年年1122月月11日日発発行行

古紙配合率70％再生紙を使用しています
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就
任
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お

い
て
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
ご
支
援
を
賜
り
、
長
岡

市
長
と
し
て
、
市
政
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
四
年
間
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
期
待
に
こ
た
え
ら
れ

る
よ
う
、
全
力
を
あ
げ
て
市
長

の
職
責
を
果
た
す
覚
悟
で
す
。

長
岡
市
は
い
ま
、
地
球
環
境

問
題
や
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対

応
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
直
面
し
、
大
き
な
変

革
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
長
岡
は
、
二
度
の

戦
禍
の
中
か
ら
奇
跡
的
に
復
興

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

復
興
の
原
動
力
は
、
市
民
の

「
自
立
心
」
で
あ
っ
た
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

一人ひとりの思いを活かすまちに

長岡を発展させる礎は市民の自立心です。一人ひ
とりの市民の思いを大切にし、市民のみなさんの
知恵と力を活かす公平・公正な市政をめざします。

長岡らしさを活かし、全国から世界から人が集ま
る活気あるまちづくりを進めます。
さまざまな人材が集まる長岡ファンのネットワー
クをつくり、若者が新しい産業を起こすための条
件づくりを進めます。

魅力あるまちに

市市民民にに開開かかれれたた市市政政をを

長岡市長

森 民 夫

３

こ
の
自
立
心
を
大
い
に
発
揮

し
、
知
恵
を
出
し
合
え
ば
、
長

岡
の
発
展
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。私

は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
徹
底
し
て
情
報

を
公
開
し
、
市
民
に
開
か
れ
た

市
政
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
知
恵
と
力

を
市
政
に
生
か
す
こ
と
を
基
本

姿
勢
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
民
の
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
大
切

に
し
て
、
自
発
的
な
活
動
を
自

由
に
の
び
の
び
と
で
き
る
よ
う

施
設
を
整
備
し
、
情
報
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
自
由
に

意
見
を
言
え
る
窓
口
を
設
け
、

そ
の
知
恵
を
生
か
し
な
が
ら
行

財
政
改
革
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
活
動
を
応
援
し
、

子
育
て
や
高
齢
者
・
障
害
者
福

祉
の
施
策
を
充
実
し
、
個
性
豊

か
な
教
育
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
岡
ら
し
い
自
然

環
境
、
歴
史
的
遺
産
、
文
化
的

行
事
を
大
切
に
し
、
長
岡
フ
ァ

ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
世
界
に

広
げ
る
こ
と
で
、
大
勢
の
人
た

ち
が
訪
れ
る
魅
力
あ
る
長
岡
を

築
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま

す
。ま

た
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
分

権
時
代
の
都
市
間
競
争
に
立
ち

向
か
う
た
め
に
も
、
長
岡
ら
し

さ
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
の
行
政
経
験

を
生
か
し
、
新
し
い
さ
わ
や
か

な
風
を
市
役
所
と
市
民
と
の
間

に
流
し
、
透
明
で
風
通
し
の
よ

い
市
政
を
進
め
る
考
え
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
、
い
っ

そ
う
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

透明で風通しのよいまちに

市役所の持っている情報を積極的に公開し、公正
な市政を運営します。
市民のみなさんが自由に意見を言える窓口を設け、
その知恵を行財政改革に活かします。

ボランティアやサークル活動など、市民の自発的
な活動が盛んなまち、安心して子育てができるま
ち、障害のある人も高齢者も安心して暮らせるま
ちをめざします。また、一人ひとりの個性をはぐ
くむ新しい教育環境を整えます。

自分らしく暮らせるまちに

地地方方分分権権時時代代をを
展展望望しし



審
議
会
は
、
昨
年
五
月
に
発
足
。

以
来
、
八
回
に
わ
た
り
審
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

「
出
さ
れ
た
ご
み
を
処
理
す

る
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
ご
み

処
理
の
考
え
方
を
見
直
し
、
ど
う

や
っ
た
ら
、
ご
み
の
減
量
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
す
る
に
は
ど
う
い
う

方
法
が
あ
る
か
な
ど
、
一
般
廃
棄

物
の
排
出
抑
制
、
分
別
収
集
の
徹

底
、
資
源
ご
み
の
再
生
と
い
っ
た
、

ご
み
の
減
量
化
の
推
進
方
法
を
議

論
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
審
議
会
は
次
の
三

つ
を
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、

市
に
提
言
し
て
い
ま
す
。

①
生
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

②
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
に
つ
い
て

③
処
理
困
難
物
に
つ
い
て

①
生
ご
み
の
減
量
に
は

意
識
改
革
が
必
要
で
す

平
成
十
年
度
に
長
岡
市
か
ら
出

た
燃
や
す
ご
み
の
う
ち
、
生
ご
み

は
約
四
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
提

言
で
は
「
生
ご
み
を
減
ら
す
に
は
、

ご
み
と
し
て
出
す
の
で
は
な
く
、

肥
料
に
す
る
な
ど
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
ご
み
の
減
量
に
対
す
る
意

識
改
革
が
必
要
」
で
あ
る
と
訴
え

て
い
ま
す
。

ご
み
の
減
量
を
進
め
る
に
は
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
器
（
コ

ン
ポ
ス
ト
）
を
設
置
す
る
人
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
制
度
の

創
設
へ

ご
み
の
減
量
化
に
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
が
不
可
欠
で
す
。「
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
に
は
、
販
売

店
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
」
と
、

提
言
で
は
述
べ
て
い
ま
す
。

現
在
、
各
販
売
店
は
独
自
で
商

品
の
簡
易
包
装
や
買
い
物
袋
の
持

参
の
奨
励
な
ど
、
ご
み
の
減
量

化
・
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
提
言
で
は
「
市
民

は
ど
の
店
で
何
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
る
の
か
が
わ
か
り
に
く
く
、

そ
の
た
め
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
し

に
く
い
状
況
」
と
、
な
か
な
か
進

ま
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
を
訴

え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
市
民
に
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
と
、
協
力
で
き
る

販
売
店
に
看
板
や
ス
テ
ッ
カ
ー
を

交
付
す
る
、
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店

制
度
の
創
設
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

③
市
が
収
集
し
な
い
ご
み
の

処
理
に
ご
協
力
を

現
在
、
市
が
収
集
し
な
い
ご
み
、

４

ごみの行方に関心を持って
効率的なごみの減量とリサイクルについて、
１年半にわたって審議してきました。
ほとんどの人は「ごみをステーションに出し
てしまえば、それでごみ処理は終わり」という
意識を持っているのではないでしょうか。
今回の提言を契機に、市民のみなさんからご
み問題についてもっと関心を持ってもらえれば
と思います。

長岡市廃棄物減量等推進審議会

ごみの減量とリサイクルに
関する提言がまとまる

ごみの減量とリサイクルの推進のために、長岡市が取り組むべき
施策について審議してきた長岡市廃棄物減量等推進審議会はこのた
び、今後改善を図るべき課題を「長岡市のごみの減量化・資源化の
方策に関する提言」に取りまとめ、金泉助役に手渡しました。
長岡市ではこれを受け、当面の課題について、できるところから
順次、実施してまいります。▲金泉助役に提言を手渡す

金垣会長（左）。右は村田副会長
（11月16日、市役所で）

長
岡
市
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
長
・

金
垣
伍
作
さ
ん

い
わ
ゆ
る
処
理
困
難
物
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

こ
の
処
理
困
難
物
は
、
処
理
を

す
る
方
法
を
知
ら
な
い
と
い
う
理

由
か
ら
、
不
法
投
棄
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

提
言
で
は
「
処
理
困
難
物
の
処

理
に
は
、
市
民
へ
の
徹
底
し
た
周

知
が
必
要
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い

ま
す
。

市
で
は
今
後
も
、
処
理
困
難
物

を
処
理
す
る
方
法
等
を
紹
介
し
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
に
ご
み
処
理

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆

◆

審
議
会
で
は
引
き
続
き
、
ご
み

の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に

つ
い
て
審
議
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
ご
み
問
題
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

５

������� 市政ニュース

ああななたたののごごみみ出出ししののママナナーーははだだいいじじょょううぶぶ？？

■ごみの不法投棄は絶対にやめましょう
タイヤ、電気製品、空き缶、バッテリー…。
今年も、市内各地で不法に投棄されたごみが多く見つかりました。これらのごみは、

心ない人が不法に投棄したもので、だれかが片づけ
なければ消えて無くなるものではありません。
ごみの不法投棄は絶対にやめましょう。

■市が収集しないごみは、次のものです
●タイヤ、バッテリー、バイク、ガスボンベ、

消火器、農機具、シャッター、ドラム缶、浴槽

販売店等業者に引き取ってもらいましょう（有料）。
バッテリーは銅鉄店でも引き取ります（有料）。

●ペンキ

使い切れない場合は、販売店等業者に処分を依頼してください（有料）。
ペンキの空き缶は「燃やさないごみ」になります。

●農薬

使い切ってください。
引き取り処分は、専門業者に依頼するしかありま

せん（有料）。
空き容器は「燃やさないごみ」になります。

●多量の引っ越しごみ、庭木のせん定くず、草

収集日に少しづつ出すか、処分場に直接搬入してください。
木くずは、直径10㎝以内に、長さ50㎝以内にしてください。束ねる場合は、直径

30㎝以内にしてください。

■ごみ収集ステーションは、ごみ捨て場ではありません
ごみ収集ステーションは、ごみが収集されるまでの一時的な置場です。しかし、市が

収集しないごみや、ごみ出しの時間、分別方法を守ら
ないごみが常に残っているごみ収集ステーションがあ
ります。
収集が終わった後に出されたごみは、次の収集日ま
でステーションに置き去りにされることになります。
また、「燃やすごみ」と「燃やさないごみ」のステ

ーションを間違えている場合もあります。
ごみ収集ステーションはごみ捨て場ではありません。
場所を提供してくれる人のために、また町内をきれい
にしておくためにも、ごみ出しのルールをきちんと守
りましょう。

■もう一度、ごみ収集ステーションを確認しましょう
ごみ収集ステーションは、他町内からの持ち込みはできません。また、ステーション

によって、収集するごみの種類は一律ではありません。
看板等でよく確認して、正しく使いましょう。

お問い合わせは環境業務課�24・2837へ

▲道路の脇にタイヤなどの
不法投棄が！

▲「燃やさないごみ」の収集日な
のに、空き缶が混じっている、ご
み収集ステーション



二
十
一
世
紀
を
担
う
創
造
性
豊

か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う
と
、

全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
改
革
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
教
科
の
枠

に
と
ら
わ
れ
な
い
総
合
的
な
学
習

の
試
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
来
年
度
か
ら
選
択

教
科
の
科
目
が
増
え
、
選
択
で
き

る
幅
が
広
が
り
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
は
、
学
校

週
五
日
制
が
完
全
実
施
さ
れ
、
新

し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
個
性
を
生
か
し
多
様
な

選
択
が
で
き
る
制
度
を
実
現
す
る

た
め
、
中
高
一
貫
教
育
の
導
入
や

小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
を
弾
力

化
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

長
岡
市
で
も

新
し
い
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

市
で
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
視

野
に
入
れ
、
小
・
中
学
校
の
九
年

の
時
間
枠
の
中
で
、
児
童
生
徒
の

成
長
を
図
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
考
え
を
生
か
し
、
新
た
な
方

式
と
し
て
「
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

制
」
を
取
り
入
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
学
校
の
特
色
を
生

か
し
た
魅
力
の
あ
る
教
育
を
希
望

す
る
児
童
生
徒
に
、
学
区
外
か
ら

の
入
学
を
認
め
る
も
の
で
す
。

太
田
小
・
中
学
校
で
始
め
ま
す

太
田
小
・
中
学
校
で
は
、
学
区

外
か
ら
の
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ

る
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
制
を
、
来

年
度
か
ら
始
め
ま
す
。
同
校
で
は
、

小
・
中
学
校
合
同
の
運
動
会
や
文

化
祭
、
学
校
の
枠
を
越
え
た
交
流

活
動
な
ど
、
小
・
中
学
校
併
設
校

舎
の
利
点
を
生
か
し
た
教
育
活
動

を
進
め
て
お
り
、
九
年
間
の
中
で

児
童
生
徒
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
は
、
こ
の
教
育
活

動
を
さ
ら
に
進
め
、
学
力
向
上
を

め
ざ
し
て
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
目
が
行
き
届
く
個
別
指
導
を
行

う
な
ど
、
小
規
模
校
な
ら
で
は
の

教
育
を
一
層
充
実
し
ま
す
。

児
童
生
徒
を
募
集
し
ま
す

こ
う
し
た
太
田
小
・
中
学
校
の

教
育
活
動
に
賛
同
し
、
就
学
を
希

望
す
る
児
童
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
は
、
一
年
間
以
上
の
通
年

通
学
が
で
き
、
原
則
と
し
て
路
線

バ
ス
を
利
用
し
て
通
学
で
き
る
児

童
生
徒
で
す
。

希
望
す
る
保
護
者
は
、
募
集
案

内
を
ご
覧
の
う
え
、
十
二
月
二
十

一
日
�
ま
で
に
学
区
外
就
学
許
可

願
を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
審
査
の
う
え
、
就
学
を

決
定
し
ま
す
。

募
集
案
内
は
学
校
教
育
課
お
よ

び
市
立
の
各
小
・
中
学
校
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
太
田

小
・
中
学
校
の
見
学
会
を
十
二
月

八
日
�
に
実
施
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
学
校
教
育
課

�
39
・
２
２
３
９
へ
ど
う
ぞ
。

６

学
校
の
特
色
を
生
か
し
た

新
し
い
学
校
教
育
に
取
り
組
み
ま
す

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
生
か
し
、
豊
か
な
人
間
性
や
創
造
性
を
育

む
た
め
、
来
年
四
月
か
ら
市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
新
し
い
学
校
教
育
の
取
り
組
み

を
始
め
ま
す
。

▲太田小・中学校では、特色のある教育を進めています（写真は、ゲームを取り入れた英語の授業）。

こ
の
た
び
川
崎
小
学
校
に
、
雨

水
を
利
用
す
る
た
め
の
貯
水
タ
ン

ク
と
手
動
の
簡
易
式
ポ
ン
プ
が
完

成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
児
童
に
水
の
大
切
さ

を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
設
置
し
た

も
の
で
、
校
舎
の
屋
根
に
降
っ
た

雨
水
を
管
に
通
し
て
タ
ン
ク
に
貯

め
、
児
童
が
校
庭
で
育
て
て
い
る

野
菜
や
樹
木
の
散
水
に
利
用
し
ま

す
。タ

ン
ク
の
容
量
は
二
千
五
百

リ
ッ
ト
ル
。
緑
色
の
手
押
し
ポ
ン

プ
は
児
童
た
ち
に
と
て
も
人
気
が

あ
り
ま
す
。

「
や
さ
い
ど
」
は

環
境
に
や
さ
し
い
井
戸
で
す

長
岡
の
年
間
降
水
量
は
約
二
千

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
田
や
畑
に

と
っ
て
大
き
な
恵
み
で
す
。
し
か

し
、
道
路
や
建
物
の
屋
根
に
降
っ

た
雨
水
は
通
常
、
そ
の
ま
ま
地
下

へ
浸
透
し
た
り
、
排
水
管
か
ら
下

水
道
へ
放
流
さ
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。

ま
た
、
市
街
化
が
進
む
に
つ
れ

て
、
道
路
や
駐
車
場
な
ど
の
舗
装

が
進
み
、
直
接
下
水
道
へ
流
れ
込

む
水
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
長
岡
市
で
は
、

平
成
七
年
に
環
境
共
生
モ
デ
ル
都

市（
エ
コ
シ
テ
ィ
）の
指
定
を
受
け
、

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
、
水
資
源
の
見
直
し

に
も
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

「
や
さ
い
ど
」
は
こ
う
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
設
置
さ

れ
た
も
の
で
、
大
雨
に
よ
り
雨
水

が
一
度
に
下
水
道
に
流
れ
出
る
の

を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
防
災
用
水

と
し
て
消
火
に
も
役
立
ち
ま
す
。

児
童
た
ち
に
と
っ
て
「
や
さ
い

ど
」
は
、
水
資
源
の
大
切
さ
を
身

近
で
学
習
が
で
き
る
井
戸
で
す
。

７

������� 市政ニュース

「やさいど」と名づけた、
２年生の野口彩花さん（左）と山口翔子さん

みんなで育てている「やさい」と「いど」
を縮めて「やさいど」と考えました。
全校児童のみんなも「やさいど」を気に入
っているようで、とてもうれしいです。
晴れた日は毎日、畑に水やりを忘れません。
今、育てている大根が早く大きくなるといい
な。

▲「やさいど」の完成に、児童たちは大喜び！
ポンプを押すのは、左から２年生の佐藤諒介くんと乙川美由紀さん。
（11月８日、「やさいど」発表会で）

川崎小学校に

雨雨水水をを利利用用すするる施施設設
「「ややささいいどど」」がが完完成成

砂やゴミを
取り除きます。

このタンクは2,500ｌを
貯めることができます。

水がタンクからあふ
れないように、下水
道へ流れるしくみに
なっています。



８

Ｑ

こ
れ
ま
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
こ
と
が
な
く
、
今
後
も

家
族
に
介
護
し
て
も
ら
う
の
で
介
護
保
険

を
使
う
予
定
が
な
く
て
も
、
介
護
保
険
に

入
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ

は
い
。
四
十
歳
以
上
の
人
は
必

ず
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
身

体
障
害
者
療
護
施
設
等
の
一
部
施
設
入
所

者
は
除
く
）。
介
護
保
険
制
度
は
、
四
十

歳
以
上
の
保
険
加
入
者
（
被
保
険
者
）
が

保
険
料
を
負
担
し
、
こ
の
保
険
料
と
公
費

で
、
制
度
の
財
政
面
を
支
え
る
も
の
で
す
。

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
人
が
費
用
の
一
割
を
自
己
負

担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
つ
で
も
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ

長
岡
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
量
は
、
十
分
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

は
い
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス
で
需
要

が
多
い
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
提
供
量
は
確
保

で
き
る
見
込
み
で
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

二
年
度
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
一
カ

所
増
設
し
ま
す
し
、
老
人
保
健
施
設
も
早

期
の
増
床
に
努
め
ま
す
。

Ｑ

長
岡
市
で
要
介
護
認
定
を
受
け

ま
し
た
が
、
他
市
へ
引
っ
越
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
転
出
先
で
再
度
、

申
請
と
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

は
い
。
転
出
先
市
町
村
で
要
介

護
認
定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
転
出
す
る
際
に
は
、
長
岡
市
で
認
定

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
受
給
資
格

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
一
緒
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
転
出
先
市
町
村
で
は
、

認
定
審
査
会
を
経
ず
に
同
じ
要
介
護
度
に

認
定
し
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
者
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
作

り
直
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ

現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
の
で
す
が
、

要
介
護
認
定
で
非
該
当
（
自
立
）
と
な
っ

た
場
合
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
は
受
け

ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

は
い
。
非
該
当（
自
立
）と
認
定

さ
れ
る
と
、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
長
岡
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場

合
の
た
め
市
独
自
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
制
度
の
新
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

要
介
護
認
定
は
一
度
決
ま
る
と
、

そ
の
ま
ま
変
わ
ら
な
い
の
で
す

か
。
ま
た
結
果
に
不
満
が
あ
る
場
合
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

認
定
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と

し
て
六
カ
月
で
す
。
六
カ
月
ご

と
に
更
新
申
請
（
認
定
の
し
直
し
）
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

心
身
の
状
態
が
変
化
し
た
場
合
な
ど
は
、

六
カ
月
以
内
で
あ
っ
て
も
再
度
、
要
介
護

認
定
の
変
更
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
認
定
結
果
に
不
満
が
あ
る
場
合

は
、
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
介
護
保
険

審
査
会
」
に
不
服
申
し
立
て
が
で
き
ま
す

が
、
ま
ず
市
の
窓
口
（
介
護
保
険
課
）
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

Ｑ

要
介
護
認
定
の
訪
問
調
査
を
受

け
る
申
請
者
は
高
齢
で
あ
る
場

合
が
多
く
、
数
時
間
の
訪
問
調
査
だ
け
で
、

正
確
な
状
況
が
把
握
で
き
る
の
か
不
安
で

す
。Ａ

訪
問
調
査
で
は
、
ふ
だ
ん
介
護

に
あ
た
っ
て
い
る
家
族
か
ら
も

話
を
お
聞
き
し
て
、
日
ご
ろ
の
身
体
状
況

や
生
活
の
様
子
を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
申
請
者
も
介
護

者
も
、
訪
問
調
査
員
に
遠
慮
な
く
ふ
だ
ん

の
状
況
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ
⑥

介
護
保
険

Ｑ
＆

Ａ

シリ
ーズ

こ
れ
ま
で
市
政
だ
よ
り
で
は
、
介

護
保
険
制
度
の
全
体
の
流
れ
に
始
ま

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
、
要
介
護

認
定
、
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
給

付
な
ど
、
個
々
の
項
目
に
つ
い
て
説

明
し
て
き
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の

中
で
わ
か
り
に
く
い
点
や
、
よ
く
寄

せ
ら
れ
る
質
問
に
つ
い
て
お
答
え
し

ま
す
。

～制度のスタートに向け、
要介護認定は順調に進んでいます～
介護認定審査会委員の大貫啓三さんのお話

介護保険制度は、高齢者を個人だ
けでみるのではなく、社会全体で支
えていくという点で、制度が大きく
進歩したものだと思います。
保険料を納める義務が生じたとい
うことは、同時にその恩恵を受ける
権利も生まれたということですから、
介護を申請した方や家族の方に不公
平感が出ないように、審査は十分慎
重に、公平にやっていきたいと考え

ています。長岡市には20チームの審査会がありますから、
そのばらつきが出ないようにやっていくことも重要です。
認定の事務は10月からスタートしたわけですが、審査

にかかる時間もだんだん短くなり、これまでのところ順
調に進んでいます。スタートまでに申請者全員を審査し、
来年４月には要介護認定者全員がサービスや給付を受け
ることができるよう、頑張ります。

９

Ｑ

健
康
な
た
め
介
護
保
険
を
使
わ

な
い
ま
ま
県
外
に
転
出
と
な
っ

た
場
合
、
長
岡
市
で
納
め
て
い
た
保
険
料

は
払
い
戻
し
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ

い
い
え
。
介
護
保
険
料
は
積
み

立
て
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

払
い
戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
制

度
は
医
療
保
険
制
度
と
同
様
の
考
え
方
で
、

加
入
者
全
体
の
保
険
料
で
介
護
が
必
要
な

人
を
支
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
納
付

さ
れ
た
保
険
料
は
公
費
と
合
わ
せ
て
、
制

度
の
運
営
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

Ｑ

会
社
員
の
夫
は
四
十
五
歳
、
専

業
主
婦
の
妻
は
四
十
一
歳
で
す
。

介
護
保
険
の
対
象
者
は
四
十
歳
以
上
だ
そ

う
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
夫
婦
の
保
険
料

徴
収
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ

ご
夫
婦
二
人
と
も
介
護
保
険
の

第
二
号
被
保
険
者
（
四
十
〜
六

十
四
歳
）
で
す
。
夫
の
介
護
保
険
料
は
、

毎
月
の
給
料
か
ら
医
療
保
険
料
と
合
算
し

て
徴
収
さ
れ
ま
す
。
妻
の
介
護
保
険
料
は
、

夫
の
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
全
体
で
負

担
し
ま
す
の
で
、
個
別
に
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ

保
険
料
や
利
用
料
を
納
め
る
の

が
困
難
な
場
合
は
、
ど
う
な
り

ま
す
か
。

Ａ

保
険
料
や
利
用
料
の
減
免
制
度

や
、
利
用
者
負
担
が
高
額
と
な

り
一
定
の
上
限
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、

超
え
た
分
が
払
い
戻
し
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
や
む
を
得
な
い
事
情
で
保
険
料

や
利
用
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
ま

ず
窓
口
（
介
護
保
険
課
）
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

Ｑ

最
近
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
報
道

に
よ
る
と
、
六
十
五
歳
以
上
の

保
険
料
は
六
カ
月
間
凍
結
さ
れ
る
そ
う
で

す
が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ

国
で
は
現
在
、
介
護
保
険
制
度

を
円
滑
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た

め
の
特
別
対
策
と
し
て
、
主
に
次
の
よ
う

な
項
目
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

・
平
成
十
二
年
四
月
〜
九
月
の
半
年
間
、

高
齢
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
の
保
険
料
を

徴
収
し
な
い
。

・
半
年
が
経
過
し
た
平
成
十
二
年
十
月
か

ら
の
一
年
間
は
、
高
齢
者
（
六
十
五
歳
以

上
）
の
保
険
料
を
半
額
に
軽
減
す
る
。

・
現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
低
所
得
の
人
に
つ
い
て
は
、

当
面
三
年
間
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
自
己
負
担
を
三
％
に
軽
減
し
、
そ
の

後
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
な
ど
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
に
つ
い
て
国

の
方
針
が
決
定
し
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。介

護
保
険
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
介
護
保
険
課
�
39
・
２
２
４
５
へ
ど

う
ぞ
。

12月の地区説明会
11月から来年３月まで、各地区で随時開催しています。

またボランティア団体等の団体単位でも説明会をします。
希望する団体は介護保険課�39・2245へご連絡ください。

▲11月17日の介護認定審査会で

期 日 時 間 会 場
12／２� 午前11時30分～正午 黒条公民館

午後１時30分～３時 下川西農村環境改善センター
３� 午後７時～８時30分 深沢町公民館
５� 午前10時～11時30分 関原連絡所
６� 午後６時30分～８時 豊田公民館
10� 午後1時30分～3時30分 神田公民館

午後２時～３時30分 千手公民館
14� 午後１時30分～３時 宮内地区福祉センター
17� 午後３時から 表町公民館
20� 午後１時30分～３時 大積公民館
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報
告
し
ま
す
！

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン
長
岡
’99
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「
家
庭
も
仕
事
も
ど
っ
ち
も
大
事
で
す
。
ど
っ
ち
も
大
事
だ
と

思
っ
て
な
け
れ
ば
、
世
の
中
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
実
際
に
ど
っ

ち
も
大
切
で
、
ど
っ
ち
も
面
白
い
も
の
で
す
。

新
し
い
男
女
の
役
割
分
担
と
い
う
の
は
、
両
方
と
も
面
白
い
も

の
だ
か
ら
、
今
ま
で
分
か
れ
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
一
緒
に
し
て

お
互
い
に
や
り
ま
し
ょ
う
よ
、
お
互
い
の
テ
リ
ト
リ
ー
（
領
域
）

を
半
分
ず
つ
分
け
合
っ
て
、
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
よ
、
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
」（
11
月
10
日
の
記
念
講
演
か
ら
）

▲吉永みち子さん
1950年埼玉県川口市生まれ。東京外語
大学卒業。競馬専門紙「勝馬」の記者
を経て、夕刊紙「日刊ゲンダイ」の記
者となり、1978年退社。５年間の専業
主婦の後、仕事に復帰。1985年『気が
つけば騎手の女房』で大宅壮一ノンフ
ィクション賞受賞。主な著書に『繋が
れた夢』『トライアル 難病と闘う家族
たち』などがあります。

自分らしく
生きよう

ュ
ー
マ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
女
性
の
抱
え
る
課
題
は
男
性

の
問
題
で
も
あ
る
と
し
て
、
男
性

と
女
性
が
と
も

に
語
り
合
お
う

と
い
う
催
し
で

す
。こ

れ
ま
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
学
び
、
身

近
な
問
題
を
解

決
し
て
い
く
た

め
の
話
し
合
い

を
進
め
て
き
ま

し
た
。

数
字
で
見
る

男
女
の
状
況

こ
こ
数
年
、

男
性
と
女
性
を

取
り
巻
く
状
況

は
少
し
ず
つ
変

化
し
て
い
ま
す
。

図
１
は
長
岡
市
の
世
代
別
の
未

婚
率
を
表
し
た
も
の
で
す
が
、
男

女
と
も
晩
婚
化
が
進
み
、
特
に
男

１１

����������������������������������������������������������������������

ヒ

特 集 自分らしく生きよう

1133
回回
目目
をを
迎迎
ええ
たた
ヒヒ
ュュ
ーー
ママ
ンン
ズズ
・・
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
・・
イイ
ンン
長長
岡岡
’’9999
。。

今今
回回
はは
吉吉
永永
みみ
ちち
子子
ささ
んん
（（
作作
家家
））
にに
よよ
るる
「「
とと
もも
にに
自自
分分
らら
しし

くく
」」
とと
題題
しし
たた
記記
念念
講講
演演
とと
子子
育育
てて
、、
ジジ
ェェ
ンン
ダダ
ーー
、、
介介
護護
保保
険険
、、

セセ
クク
ハハ
ララ
をを
テテ
ーー
ママ
にに
しし
たた
分分
科科
会会
をを
開開
きき
まま
しし
たた
。。

「「
自自
分分
らら
しし
くく
生生
きき
よよ
うう
」」
をを
テテ
ーー
ママ
にに
開開
かか
れれ
たた
ヒヒ
ュュ
ーー
ママ
ンン

ズズ
・・
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
・・
イイ
ンン
長長
岡岡
’’9999
のの
概概
要要
をを
報報
告告
しし
まま
すす
。。

▲第四分科会「あるあるセクハラ大事件～身近に潜むこんな行為～」で（11月13日・中央公民館）
セクハラ対策や男女の性などについて熱い議論が交わされました。

図１ 未婚率の変化
国勢調査の数字から作成。
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性
の
非
婚
化
が
め
だ
ち
ま
す
。

男
女
の
就
業
者
数
の
推
移
で
は

女
性
の
就
業
者
数
の
方
が
男
性
よ

り
も
高
い
伸
び
を
示
し
て
お
り
、

働
く
女
性
が
着
実
に
増
え
て
い
ま

す
。
性
別
人
口
構
成
か
ら
は
少
子

化
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

分
科
会
に
は

約
１
２
０
人
が
参
加

こ
の
よ
う
な
男
女
の
状
況
の
変

化
に
伴
い
、
社
会
の
状
況
も
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
の
分
科
会
で
は
、
男
女
の

関
係
に
か
か
わ
り
の
深
い
い
く
つ

か
の
課
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

当
日
、
発
表
さ
れ
た
意
見
を
紹
介

し
な
が
ら
、
分
科
会
の
様
子
を
お

伝
え
し
ま
し
ょ
う
。

第
一
分
科
会
の
テ
ー
マ
は

「
ち
ょ
っ
と
言
わ
せ
て
、
今
ど
き

の
子
育
て
」
で
し
た
。
最
初
に
長

岡
地
区
更
生
保
護
婦
人
会
、
き
ら

ら
会
、
え
く
ぼ
ク
ラ
ブ
、
保
育

サ
ー
ク
ル
た
ん
た
ん
、
長
岡
市
母

子
寡
婦
福
祉
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
者
が
活
動
の
概
要
を
報
告
し
、

そ
の
後
、
活
動
に
対
す
る
質
疑
応

答
と
子
育
て
の
悩
み
・
感
想
を
自

由
に
発
表
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
に『
早
く
し
て
』『
早

く
し
な
さ
い
』
と
せ
か
す
母
親
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
」「
確
か
に

親
の
都
合
で
急
が
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
」「
子
ど
も
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
ペ
ー
ス
が
あ
る
と
思
う
。
尊

重
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

い
っ
た
実
際
に
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
や
「
気
軽
に
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
」「
子

育
て
の
情
報
が
は
ん
ら
ん
し
て
い

て
、
ど
れ
を
信
じ
て
い
い
か
わ
か

ら
ず
焦
っ
て
い
ま
す
」「
長
岡
に
子

ど
も
の
虐
待
は
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
け
ど
、
悩
ん
で
い
る
親
は
多

い
の
で
は
」
な
ど
、
今
後
対
応
を

必
要
と
す
る
子
育
て
の
悩
み
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

意
識
を
変
え
て
い
く
に
は

声
を
出
す
こ
と
が
大
切

第
二
分
科
会
の
テ
ー
マ
は
「
こ

れ
っ
て
変
！？
〜
ポ
ス
タ
ー
と
チ
ラ

シ
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
〜
」。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（ｇｅｎｄｅｒ

）
と
は
、
生
物
学
的

な
性
別
で
な
く
、「
女
ら
し
さ
」「
男

ら
し
さ
」
な
ど
、
社
会
や
文
化
が

つ
く
り
あ
げ
た
性
別
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
主
に
行
政
刊

行
物
（
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な

ど
）
を
見
て
、
性
的
な
役
割
分
担

を
暗
示
し
て
い
な
い
か
な
ど
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

「
表
現
の
自
由
を
規
制
す
る
こ

と
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
」「
お
か

し
い
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
は
必
要
」
と
い
っ
た
ジ
ェ

ン
ダ
ー
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
意

見
や
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
き
は
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
だ
け
で
な
く
別
の
視
点
で
見

て
い
く
こ
と
も
大
切
」「
男
性
社
会

の
中
に
一
石
を
投
じ
る
一
つ
の
方

法
だ
と
思
う
」
と
い
っ
た
議
論
を

交
わ
し
ま
し
た
。

第
三
分
科
会
の
テ
ー
マ
は

「
知
っ
て
得
す
る
介
護
保
険
〜
シ

グ
ナ
ル
を
す
ば
や
く
キ
ャ
ッ

チ
！
〜
」。
介
護
保
険
を
よ
り
よ

く
活
用
す
る
た
め
に
、
介
護
経
験

者
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
市
担
当
職
員
が
現

場
の
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

第
四
分
科
会
の
テ
ー
マ
は
「
あ

る
あ
る
セ
ク
ハ
ラ
大
事
件
〜
身
近

に
潜ひ
そ

む
こ
ん
な
行
為
〜
」。
ビ
デ

オ
を
見
た
あ
と
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
（
性
的
嫌
が
ら
せ
）

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

「
議
論
の
な
い
ま
ま
、
意
識
だ

け
が
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

１２
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▲第一分科会「ちょっと言わせて、今どきの子育て」で（11月13日・中央公民館）
子育ての悩みや苦労などで、ざっくばらんな意見が交わされました。

▲第二分科会では「福祉の冊子に載せら
れているイラストの多くは、介護者が女
性のもので、性的な役割分担を暗示して
いて不適切ではないか」という疑問が出
されました。

か
」「『
い
や
』
だ
と
言
え
な
い
状

況
が
あ
る
こ
と
は
事
実
」「
男
性
が

意
識
し
な
い
で
や
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
女
性
も
『
Ｎ
Ｏ
』

と
言
え
る
勇
気
が
必
要
」「
公
の
場

や
家
庭
で
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー

（
性
意
識
・
行
動
）
に
つ
い
て
語

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
語
れ
る
関
係
が
必

要
」「
起
こ
っ
た
と
き
に
相
談
で
き

る
環
境
が
必
要
だ
」
と
い
っ
た
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

自
分
ら
し
く

生
き
る
た
め
に

各
テ
ー
マ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
早
急

に
結
論
を
出
せ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

吉
永
さ
ん
は
講
演
の
中
で
「
疑

問
に
思
う
こ
と
は
笑
わ
れ
よ
う
と

も
言
お
う
。
笑
う
ほ
う
が
間
違
っ

て
い
る
。
発
言
し
な
か
っ
た
ら
参

画
に
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。
ま
さ
に
発
言
す
る
こ
と
は

男
女
に
関
係
な
く
、
私
た
ち
が
自

分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
大
切
な

こ
と
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

◇

◇

今
年
六
月
二
十
三
日
、
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
国
や
地

方
公
共
団
体
、
国
民
の
責
務
の
ほ

か
、
今
後
は
行
政
が
計
画
の
策
定

や
実
施
に
当
た
っ
て
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
な
ど
を
う
た
っ

て
い
ま
す
。

法
律
だ
け
で
な
く
、
男
女
の
役

割
分
担
を
め
ぐ
る
考
え
も
急
速
に

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
今
の
時
代
は
、
男
女
関

係
に
お
い
て
性
的
な
役
割
分
担
か

ら
新
し
い
役
割
分
担
を
作
り
上
げ

て
い
く
過
渡
期
と
い
え
ま
す
。

男
性
と
女
性
は
お
互
い
を
も
っ

と
理
解
し
合
う
た
め
に
、
話
し
合

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く

こ
と
で
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
長
岡
市
で
は
女
性
に

と
っ
て
も
、
男
性
に
と
っ
て
も
住

み
よ
い
長
岡
に
し
て
い
く
た
め
、

「
新
な
が
お
か
女
性
プ
ラ
ン
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
家
庭
や
職
場
で
、

新
し
い
男
女
の
役
割
分
担
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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男
女
の
い
ろ
い
ろ
な
組
み
合
わ
せ
で
お

互
い
に
生
き
や
す
よ
う
な
方
法
を
作
っ
て

い
っ
て
、
そ
れ
を
世
間
が
奇
異
な
目
で
見

な
い

。

そ
う
な
れ
ば
も
の
す
ご
く
、
ゆ
る
や
か

な
ど
ん
ぶ
り
勘
定
の
男
女
関
係
と
い
う
も

の
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
が
男

だ
か
ら
女
だ
か
ら
を
超
え
て
、
本
当
に
人

間
と
し
て
生
き
や
す
い
世
の
中
に
な
る
と

思
い
ま
す
（
記
念
講
演
か
ら
）。

▲第三分科会「知って得する介護保険～シグナルをすばやくキャッチ！～」で
（11月13日・中央公民館）
パネラーの報告のあと、参加者からも介護の体験談などが発表されました。

特 集 自分らしく生きよう

▲吉永みち子さん
講演の後、参加者からは「ジェンダー問題にかなりゆるやかな感性で

接している様子にほっとしました」「男だから、女だからではなく、人間
としていかに生きていくかをこれからも考えていきたい」などたくさん
の意見・感想が事務局に寄せられました。吉永さんのお話にみなさん大
いに刺激を受けたようです。
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▲

一
月
十
五
日
、
全
国
に
生
放
送
さ
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
「
青
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
、
長
岡
農

業
高
校
三
年
生
（
当
時
）
の
土
田
隆
さ
ん
が
、

見
事
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
（
写
真
は
一
月

十
一
日
、
市
長
へ
の
出
場
報
告
で
）。

▼

太
田
地
区
へ
の
水
道
給
水
が
始

ま
り
、
長
岡
市
内
の
水
道
普
及
率

が
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
に
な
り
ま
し
た

（
六
月
三
日
の
通
水
式
で
）。

▲

今
年
の
長
岡
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア

で
は
、
市
民
参
加
の
長
岡
デ
ザ
イ

ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
長
岡
デ

ザ
イ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
は
九
月

十
八
日
・
秋
山
孝
さ
ん
の
基
調
講

演
で
）。

平
成
十
一
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
カ
月
。
一
九
〇
〇
年
代
最
後
の
年
と
な
っ
た
今
年
は
、

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

長
岡
市
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
し
た
が
、
着
実
に
事
業
や
施
策
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
市
民
の
明
る
い
話
題
も
数
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

中
心
街
を
元
気
に
し
よ
う
と
、
三
月
に
は
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
。

七
月
か
ら
は
、
個
店
の
魅
力
を
探
る
「
長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
も
始
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
今
年
は
中
国
の
大
慶
市
や
渭い

南な
ん

市
と
友
好
関
係
の
同
意
書
を
交
わ
し
、
青
少
年
ス

ポ
ー
ツ
や
経
済
の
分
野
で
、
新
た
な
交
流
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
来
年
四
月
の
介
護
保
険
制
度
導
入
に
向
け
て
「
介
護
保
険
課
」
を
新
設
。
十
月
か

ら
要
介
護
認
定
の
申
請
が
始
ま
り
、
準
備
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

十
月
二
十
日
に
は
、
十
五
年
間
市
長
を
務
め
た
日
浦
市
長
が
退
職
。
選
挙
の
結
果
十
一
月

二
十
二
日
、
森
民
夫
新
市
長
が
就
任
し
、
新
し
い
長
岡
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
一
年
を
市
政
を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

’99
ＮＡＧＡ

ＯＫＡ

今年の
できご

と

’99
市政日誌

１
月

13
日

・
中
国
大
慶
市
と
「
友
好
関
係
の
発
展
に
つ
い
て
の

同
意
書
」
を
交
わ
す

２
月

４
日

・
市
議
会
２
月
臨
時
会

19
日

・「
長
岡
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
」
の
策
定
始
ま
る

３
月

５
日

・
市
議
会
３
月
定
例
会
（
26
日
ま
で
）

21
日

・
地
域
振
興
券
交
付

31
日

・「
長
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
策
定

・「
長
岡
市
定
員
適
正
化
計
画
」
策
定

４
月

１
日

・「
長
岡
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
策
定

・「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
施
行

・
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
消
化
ガ
ス
の
有
効
利
用

開
始

・「
介
護
保
険
課
」
新
設

・
川
崎
中
央
児
童
館
・
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設

８
日

・「
環
境
保
全
の
た
め
の
長
岡
市
役
所
行
動
計
画
」

策
定

10
日

・
悠
久
山
観
桜
会
（
29
日
ま
で
）

25
日

・
長
岡
市
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

５
月

３
日

・
成
人
式

10
日

・
町
内
会
長
会
議

14
日

・
市
議
会
５
月
臨
時
会
（
19
日
ま
で
）

29
日

・
長
岡
市
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
’99
（
30
日
も
）

６
月

２
日

・「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
ハ
ー
ト
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
」
事
業
始
ま
る

３
日

・
太
田
地
区
水
道
施
設
通
水
式

・
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
一
五
〇
周
年
記
念
祭
に
、
公

式
訪
問
団
を
派
遣
（
８
日
ま
で
）

４
日

・
カ
ナ
ダ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
・
長
岡
カ
ナ
ダ

フ
ェ
ア
（
７
日
ま
で
）

６
日

・
青
葉
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
所
式

15
日

・
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い

25
日

・
市
議
会
６
月
定
例
会
（
７
／
５
ま
で
）

28
日

・
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
稼
働
式

１５

▲

八
月
二
十
一
日
〜
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ

た
全
日
本
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
に
は
、
江
陽
中
（
男
子
）
と
旭
岡
中
（
女

子
）
が
出
場
。
旭
岡
中
の
石
坂
江
里
子
さ
ん

（
背
番
号
四
）
は
、
年
末
年
始
に
台
湾
へ
遠

征
す
る
全
日
本
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

▲約４半世紀に渡って市政に携わって
きた日浦市長。長い間お疲れさまでし
た（10月20日）。

▲

10月１日から、長岡地域13市町村間で公
共施設を相互に利用できるようになり、ま
すます周辺市町村が身近になりました（７
月29日、相互利用協定書の締結式で）。

▼

開
園
一
周
年
を
迎
え
た
国
営
越
後
丘
陵
公
園
。

七
月
三
十
日
に
は
展
望
台
が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
、

ま
す
ま
す
魅
力
ア
ッ
プ
！

▲

中
心
街
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を

見
つ
け
出
そ
う
と
、
各
個
店
を
回

る
長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
み

な
さ
ん
（
八
月
十
日
）。

▲森民夫新市長の
初会見（11月22
日）。「多くの市民
と対話して作って
きた公約を、市役
所一丸となって必
ずやり遂げたい」
と意気込みをコメ
ントしました。

７
月

６
日

・
長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
活
動
開
始

12
日

・
養
護
学
校
高
等
部
開
設
式

16
日

・「
長
岡
東
西
道
路
信
濃
川
橋
り
ょ
う
景
観
検
討
委

員
会
」
発
足

29
日

・
大
相
撲
夏
巡
業
長
岡
場
所
（
30
日
も
）

・「
公
共
施
設
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結

30
日

・
国
営
越
後
丘
陵
公
園
展
望
台
オ
ー
プ
ン

８
月

１
日

・
非
核
平
和
都
市
宣
言
市
民
の
集
い

・
長
岡
ま
つ
り
（
２
・
３
日
も
）

10
日

・
市
政
だ
よ
り
英
語
版
「
こ
ん
に
ち
は
、
な
が
お

か
」
第
１
０
０
号
を
発
行

18
日

・「
有
機
農
産
物
等
栽
培
認
証
委
員
会
」
発
足

21
日

・
全
日
本
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
24

日
ま
で
）

９
月

５
日

・
長
岡
市
地
震
防
災
訓
練

８
日

・
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
消
化
ガ
ス
利
用
事
業
が
建

設
大
臣
賞
を
受
賞

10
日

・
市
議
会
９
月
定
例
会
（
22
日
ま
で
）

16
日

・
西
部
丘
陵
地
の
一
部
が
長
岡
市
へ
寄
付

10
月

１
日

・
要
介
護
認
定
の
申
請
受
付
開
始

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
土
・
日
曜
日
も
オ
ー
プ

ン

７
日

・
中
国
渭
南
市
と
「
友
好
関
係
の
発
展
に
関
す
る
確

認
書
」
を
交
わ
す

20
日

・
日
浦
晴
三
郎
市
長
退
職

28
日

・
長
岡
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11
月

１
日

・
秋
ま
つ
り
（
７
日
ま
で
）

16
日

・
長
岡
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
が
、「
ご
み

の
減
量
化
、
資
源
化
の
方
策
に
関
す
る
提
言
」

を
市
に
提
出

21
日

・
長
岡
市
長
選
挙
投
票
日

22
日

・
森
民
夫
市
長
就
任

12
月

14
日

・
市
議
会
12
月
定
例
会
（
24
日
ま
で
）
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教室名

親 子 体 育 教 室 幼 年 体 育 教 室 ス ポ ー ツ ク ラ ブ

め ば え ひ よ こ つ ば さ マスターズ レディース

水曜日コース 金曜日コース 火曜日コース 木曜日コース 水曜日コース 木曜日コース 金曜日コース 木曜日コース 火曜日コース 金曜日コース

対 象
平成７年４月２日～
９年４月１日に

生まれた子どもと保護者

平成５年４月２日～
７年４月１日に

生まれた子どもと保護者
小学１～３年生 おおむね55歳

以上の男女 女 性

定 員 ５ 組 ５ 組 20 組 15 組 10 人 10 人 20 人 50 人 15 人 35 人

期 間
1月12日～
3月15日

毎週水曜日

1月14日～
3月24日

毎週金曜日

1月11日～
3月14日

毎週火曜日

1月13日～
3月16日

毎週木曜日

1月12日～
3月15日

毎週水曜日

1月13日～
3月16日

毎週木曜日

1月14日～
3月24日

毎週金曜日

1月13日～
3月16日

毎週木曜日

1月18日～
3月14日

毎週火曜日

1月14日～
3月17日

毎週金曜日

時 間 10：30～11：30 16：00～17：00 16：00～17：00 13：30～15：00 10：00～11：30

内 容
親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるな
ど、発達段階に応じた基礎運動。ボールやマッ
トを使った運動、リズム運動など。

・器具を使った基礎運動
・集団あそび
・各種スポーツ・ゲーム

・各種体操
・各種軽スポーツ・ゲーム
（ソフトバレーボール、卓球、
バドミントン、ミニテニス）

参加料 5,000円（体育館使用料込み） 4,000円（体育館使用料込み） 5,000円（体育館使用料込み）

申し込み 12月13日�午前９時から電話で市民体育館�34・2700へ

教室名
親 子 体 育 教 室

婦人スポーツクラブ マスターズスポーツクラブ エアロビックダンスクラブ
火曜日コース 木曜日コース

対 象 ３・４歳児と保護者（おじいちゃん・おばあちゃん大歓迎） 女 性 おおむね55歳以上の男女 どなたでも

定 員 30 組 30 組 30 人 30 人 30 人

期 間 １月11日～３月14日
毎週火曜日

１月13日～３月16日
毎週木曜日

１月10日～３月13日
毎週月曜日

１月12日～３月22日
毎週水曜日

１月14日～３月17日
毎週金曜日

時 間 10：30～11：30 10：00～11：30 13：30～15：00 10：00～11：00

内 容 ・親子のスキンシップ体操
・リズム体操 ・各種ゲーム

・各種スポーツ・ゲーム
・エアロビックな運動

・健康体操
・各種軽スポーツ・ゲーム

・エアロビックダンス
・ストレッチ体操

参加料 5,000円（体育館使用料込み）

申し込み 12月13日�午前９時から電話で南部体育館�39・3600へ

教室名
北 部 ス ポ ー ツ ク ラ ブ

婦 人 コ ー ス マスターズコース 一 般 コ ー ス 親子ふれあいコース

対 象 女 性 おおむね55歳以上の男女 一 般 ３・４歳児と保護者

定 員 15 人 15 人 15 人 20 組

期 間 １月12日～３月29日 毎週水曜日 １月12日～３月15日
毎週水曜日

時 間 10：00～11：30 13：30～15：00 19：00～20：30 15：30～16：30

内 容 ～体力づくりと仲間づくり、楽しみながらの健康づくり～ 各種軽スポーツ・ゲーム
（ストレッチ体操、ソフトバレーボール、ミニテニス、バドミントン、卓球など）

親と子のスキンシップ。走る、跳
ぶ、投げるなど、発達段階に応じ
た基礎運動、リズム体操など。

参加料 5,000円（体育館使用料込み）

申し込み 12月13日�午前９時から電話で北部体育館�24・6116へ

教室名 青年スポーツクラブ 婦人スポーツクラブ 市民スポーツクラブ

対 象 青年男女 女 性 成年男女

定 員 30 人 15 人 30 人

期 間 １月５日～３月29日
毎週水曜日

１月６日～３月30日
毎週木曜日

時 間 19：00～21：00 10：00～12：00 18：30～20：30

内 容
～体力づくりと仲間づくり、楽しみながらの健康づくり～
各種軽スポーツ・ゲーム（ストレッチ体操、ソフトバレー
ボール、ミニテニス、バドミントン、卓球など）

参加料 5,000円

申し込み 12月13日�午前９時から電話で市民体育館�34・2700へ
※厚生会館には駐車場がありません。ご了承ください。

スポーツ教室の
ご案内

〈初回に持参するもの〉

参加料 運動のできる服装 内履きの運動靴 タオル
顔写真１枚（縦５㎝×横４㎝、裏に氏名を記入）

※大会などのため、日程を変更する場合があります。

※１人１コースで申し込んでください。

厚
生
会
館

大
手
通
１
の
４
の
10

市
民
体
育
館

学
校
町
１
の
２
の
１

南
部
体
育
館

曲
新
町
５
６
４
の
３

北
部
体
育
館

東
蔵
王
２
の
２
の
72

●
手
品
教
室

簡
単
な
手
品
を
覚
え
ま
せ
ん
か
。

日
時
�
12
月
11
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

対
象
�
小
・
中

学
生
ま
た
は
親
子

●
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

日
時
�
１
月
23
日
�
・
２
月
13
日

�
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
両

日
と
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

対
象
�
小
学
３
年
生
〜
高
校
生
ま

た
は
親
子

定
員
�
15
人

材
料

費
�
４
０
０
円
か
ら

申
し
込
み

�
１
月
16
日
�
ま
で

●
新
年
将
棋
大
会

参
加
人
数
に
よ
り
対
局
方
法
を

決
定
し
ま
す
。

日
時
�
１
月
16
日
�
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

対
象
�
小
学
生

申

し
込
み
�
１
月
９
日
�
ま
で

●
新
年
初
泳
ぎ

日
時
�
１
月
５
日
�
午
後
１
時
〜

５
時け

ん
玉
教
室
、
将
棋
教
室
の
講

師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
�
12
月
８
日
�
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

内
容
�
メ
ア
リ
ー
・

タ
ッ
カ
ー
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
反
抗
期

真
っ
最
中
」

会
場
�
講
座
室
１

●
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る

映
画
会

日
時
と
内
容
�
①
12
月
14
日
�
午

後
２
時
〜
３
時
40
分
「
現
金
に
手

を
出
す
な
」（
’54
仏
・
伊
合
作
）
②

12
月
16
日
�
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
35
分
「
エ
ア
フ
ォ
ー
ス
・
ワ
ン
」

（
’97
ア
メ
リ
カ
）
③
12
月
24
日
	

午
後
２
時
〜
３
時
45
分
「
フ
ラ
ン

ダ
ー
ス
の
犬
」（
’97
）
④
１
月
７
日

	
午
後
２
時
〜
３
時
25
分
「
美
女

と
野
獣
」（
’91
）
会
場
�
講
堂

※
③
④
は
開
演
30
分
前
か
ら
整
理

券
を
配
付
し
ま
す
。

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

テ
ー
マ
�
「
ペ
イ
オ
フ
〜
私
の
預

金
は
ど
う
な
る
の
？
」

日
時
�

12
月
14
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
３

時

会
場
�
厚
生
会
館
第
２
小
ホ

ー
ル

講
師
�
日
本
銀
行
新
潟
支

店
次
長
・
国
光
幸
人
さ
ん

定
員

�
50
人

●
「
手
打
ち
そ
ば
」
加
工

日
時
�
12
月
18
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

参
加
料
�
５
０
０
円

定
員
�
20
人

申
し
込
み
�
12
月

10
日
	
午
前
９
時
か
ら

■
ミ
ネ
ハ
ハ
あ
っ
た
か
ぬ
く
も
り

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
�
12
月
26
日
�
午
後
３
時
か
ら

会

場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル

料
金
�
中
学
生
以
上
２
、５
０
０
円
、

小
学
生
以
下
１
、２
０
０
円
（
当
日
５
０
０

円
増
）

問
い
合
わ
せ
�
広
井
勝
也
さ
ん

�
32
・
０
２
８
０

■
講
演
会
「
く
ら
し
の
中
の
食
品
衛
生

〜
お
肉
と
卵
〜
」（
無
料
）

日
時
�
12
月
15
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
３

時

会
場
�
厚
生
会
館
第
２
小
ホ
ー
ル

講
師
�
食
品
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
岩

澤
信
さ
ん

問
い
合
わ
せ
�
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
内
消
費
者
協
会
長
岡
支
部
事
務
局

�
39
・
５
０
５
０

ミ
ニ

情
報

市役所 
940
-8501 幸町2の1の1 �３５･１１２２

●特に記載のないものは、電話で申し込んでくだ
さい。先着順で受け付けます。

お知らせお知らせ催し

１６

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

�
34
・
１
３
０
５

中
央
図
書
館
�
32
・
０
６
５
８

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
32
・
０
０
２
２

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

�
34
・
５
３
６
０

ＢＳＮラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から２分間

長岡ケーブルテレビ「長岡市のお知らせ」
毎週月曜日の午後６時から４分間

ＦＭながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時50分～８時、午後４時40分～47分

長岡市ホームページアドレス
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｎａｇａｏｋａ.ｎｉｉｇａｔａ.ｊｐ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

ニュー ミレニアム フェスティバル
全米姉妹都市協会では、新たな千年紀を迎
える瞬間に、世界の人たちが心をひとつにし
て平和を願う「ポーズ・フォー・ピース（平
和への願い）」への参加を呼びかけています。
長岡市国際交流協会はこの呼びかけに応じ、
「ニューミレニアムフェスティバル」を開催
することにしました。
みなさん、ぜひご参加ください。

①カウントダウンコンサート
日 時 12月31日	午後10時～１月１日祝�

午前１時
会 場 リリックホール・コンサートホール
②新千年紀へのカウントダウン
2000年１月１日を迎える瞬間、ポーズ・フォー・ピース（平
和への願い）とカウントダウンを行います。
会 場 リリックホール前広場

１月１日の午前０時に世界平和への願いを込めた花火を打ち
上げます。みなさん、いっしょに新千年紀の幕開けを祝いま
しょう。
問い合わせ 国際文化課内�長岡市国際交流協会事務局

�39・2207

▲うーん、次の一手は…
（10月10日・秋季将棋大会で）

▲寒い冬にはやっぱり、のっぺだね！
（11月17日・手づくり農畜産物加工
を楽しむ会で）

▲ポーズフォーピースのシン
ボルマーク（世界平和画家の
アンドレア・スミスさん作）



●
女
性
健
康
診
査
（
無
料
）

家
庭
や
職
場
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
の
な
い
、
昭
和
35
年
４

月
２
日
〜
57
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
が
対
象
で
す
。

日
時
�
12
月
15
日
�
・
16
日
�
午

後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
�
健

康
セ
ン
タ
ー

内
容
�
血
圧
測
定
、

尿
、
肥
満
、
貧
血
、
高
脂
血
症
な

ど
の
検
査

申
し
込
み
�
会
場
で

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

12
月
は
「
愛
の
献
血
強
化
月
間
」

で
す
。

●
国
保
・
国
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
と
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
税
金
の
申
告
の
際
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
全
額
が

所
得
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

控
除
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

11
年
の
１
年
間
（
１
〜
12
月
）
に

納
め
た
保
険
料
の
合
計
で
、
過
去

の
未
払
保
険
料
の
支
払
分
も
含
み

ま
す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

家
族
の
保
険
料
や
、
免
除
期
間
の

追
納
保
険
料
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
を
口
座
振
替
し

て
い
る
人
に
は
、
振
替
分
に
つ
い

て
１
月
に
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
。
税
金
の
申
告
の
際
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
国
民
健
康
保
険
は

国
保
医
療
課
�
39
・
２
２
２
０
、
国

民
年
金
は
市
民
課
�
39
・
２
２
５
０

●
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

製
造
業
の
全
事
業
所
を
対
象
に
、

12
月
31
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
工

業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
、

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
各
種
行
政

施
策
等
の
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ

ま
す
。

12
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬
に
か

け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当
�
庶
務
課
�
39
・
２
２
４
８

●
12
月
11
日
〜
31
日
は

年
末
の
交
通
事
故

防
止
運
動
期
間
で
す

交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
と
く
に
、
冬
は
積
雪
や
路

面
の
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

①
雪
道
用
タ
イ
ヤ
の
早
期
装
着

②
無
理
な
追
い
越
し
は
し
な
い

③
安
全
な
速
度
と
車
間
距
離
を
守

る
④
迷
惑
駐
車
は
し
な
い

⑤
飲
酒
運
転
は
し
な
い

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ

①
飛
び
出
し
は
し
な
い

②
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
し
な

い
担
当
�
防
災
課
�
39
・
２
２
０
６

■
映
画
「
白は

く

痴ち

」
上
映
会

期
日
�
12
月
23
日
祝�
時
間
�
①
午
前
11

時
②
午
後
２
時
③
午
後
６
時

会
場
�
市

立
劇
場

入
場
料
�
高
校
生
以
上
１
、５
０

０
円
（
当
日
３
０
０
円
増
）、
障
害
者
手
帳

・
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人
と
そ
の
介
助

者
１
、０
０
０
円
（
当
日
券
の
み
）

問
い

合
わ
せ
�
市
民
映
画
館
を
つ
く
る
会
�
32
・

４
５
０
０

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

期
日
�
12
月
13
日
�
、
１
月
17
日
�
時

間
�
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
�
長

岡
保
健
所

内
容
�
精
神
科
医
師
に
よ
る

精
神
一
般
相
談
（
予
約
制
）

申
し
込
み

�
長
岡
保
健
所
�
33
・
４
９
３
１

１９

15
�

期
日

ダ
イ
エ
ー

長
岡
店

会

場

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

午
後
０
時
30
分
〜
４
時

時

間

23
祝�
12/19
�
Ｊ
Ｒ

長
岡
駅

大
手
口

１/８
�
ジ
ャ
ス
コ

長
岡
店

午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時

ミ
ニ

情
報

くらし

▲大きくなったかな？（池田七菜ちゃんとお母さん・11月16日
の赤ちゃん相談の体重測定で）

ご利用ください

中小企業関連倒産防止等特別融資
長岡市は、企業の倒産や金融機関の破綻に伴う下請け中小企業
の資金不足による連鎖倒産を防止するため、「長岡市中小企業関連
倒産防止等特別融資」を創設しました。
この融資制度は、長岡市内に事業所を有する取引先企業の倒産
によって債権の回収が困難となったり、取引先金融機関の破綻の
影響で資金繰りに支障をきたしたりしている、市内の中小企業を
対象に運転資金を融資するものです。
実施期間は、平成12年３月31日までの融資実行分です。ただし、
破綻金融機関関連の融資は、融資実行の総額が10億円に達した時
点で締め切ります。

○融資対象者
長岡市内で６カ月以上事業を営んでおり、取引先企業の倒産で
回収困難となった債権を50万円以上、または破綻した金融機関
に借入残高を50万円以上有する中小企業
○融資限度額
2,000万円以内（倒産関連の場合は債権額の範囲内で2,000万円
以内）
○融資利率
年2.3％（信用保証協会の保証付きは1.8％）
○返済期間
７年以内（据え置き１年を含む）
○取扱金融機関
北越銀行、大光銀行、長岡信用金庫、第四銀行、新潟県信用組
合、あさひ銀行、富山第一銀行、商工組合中央金庫、長岡市農
業協同組合の市内各本支店

問い合わせ＝商業振興課�39・2228

●
市
民
体
育
祭
剣
道
大
会

期
日
�
１
月
23
日
	
会
場
�
北

部
体
育
館

種
目
�
小
学
生
５
年

・
６
年
の
部
、
中
学
生
男
子
・
女

子
の
部
、
高
校
生
男
子
・
女
子
の

部

参
加
料
�
１
チ
ー
ム
３
、０
０

０
円
、
個
人
戦
の
み
参
加
す
る
人

は
１
人
３
０
０
円
を
当
日
会
場
へ

申
し
込
み
�
各
体
育
館
に
あ
る
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
１
月
11
日


ま
で
に
〒
９
５

５
｜
０
８
５
２
三
条
市
南
四
日
町

１
の
１
の
10
三
条
高
校
・
石
澤
聡

さ
ん
へ
郵
送

●
ス
キ
ー
特
別
講
習
会

「
全
日
本
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー

と
滑
ろ
う
」

期
日
�
１
月
22
日
�
・
23
日
	

会
場
�
市
営
ス
キ
ー
場

内
容
�

県
出
身
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に

よ
る
レ
ッ
ス
ン
、
交
流
パ
ー
テ
ィ

ー

参
加
料
�
１
２
、０
０
０
円（
リ

フ
ト
代
含
む
・
パ
ー
テ
ィ
ー
別
）

対
象
�
プ
ル
ー
ク
ボ
ー
ゲ
ン
が
で

き
る
中
学
生
以
上

定
員
�
１
２

０
人

申
し
込
み
�
１
月
11
日



ま
で
に
長
岡
ス
キ
ー
協
会
事
務
局

�
35
・
２
２
０
９
へ

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

平
成
11
年
か
ら
こ
れ
ま
で
の
３

・
９
か
月
児
健
康
診
査
が
４
・
10

か
月
児
に
な
り
ま
し
た
。

１
月
の
対
象
�
４
か
月
児
健
診
…

平
成
11
年
９
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
健
診
…
平
成
11
年
３
月
生
ま
れ

日
時
�
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

持
ち

物
�
受
診
票
（
母
子
保
健
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま
す
）、
母
子

健
康
手
帳
、
保
険
証
、
赤
ち
ゃ
ん

の
尿
（
10
か
月
児
の
み
）

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
眠
れ
な
い
、

気
持
ち
が
沈
む
な
ど
、
か
ら
だ
や

心
の
心
配
ご
と
、
健
康
に
関
す
る

こ
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う
え
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
�
12
月
15
日
�
午
後
１
時
15

分
〜
３
時

会
場
�
健
康
セ
ン
タ

ー

担
当
�
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
、
保
健
婦

特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。

長岡 市 役 所 �940-8501 幸町2の1の1 �35･1122

１８

人口と世帯数 住民基本台帳登録数11.11.1（前月比）

191,035人
（＋147）

94,001人
（＋70）

97,034人
（＋77）

64,153世帯
（＋104）

スポーツ

健康



長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）�
34
・
２
７
０
０

健
康
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

�
32
・
５
０
０
０

渡辺さん親子がよい歯のコンクールで
最優秀賞を受賞！

新潟県母と子のよい歯のコン
クールで、親沢町の渡辺教子さ
ん・香夏ちゃん親子が最優秀賞
を受賞しました。
このコンクールは、３歳児と
その母親を対象に、虫歯のない
健康な歯を持つ親子を表彰する
ものです。歯科健診を受けた
1,700組から選ばれ、長岡市の代
表として参加した渡辺さん親子が、各市町村の代表の
中で見事栄冠に輝きました。
渡辺さんは「親子で楽しみながら歯みがきをしてい
ます。おやつにはジュースやスナック菓子をあまり食
べないようにして、お茶や牛乳、うちの畑でとれたと
うもろこしや果物などを食べています。
これからも虫歯をつくらないようにして、この子が
母親になったとき、また親子でコンクールに出てくれ
たらいいですね」と受賞の喜びを話してくれました。

�財長岡市芸術文化振興財団ガイド
�29・7711

●カラベリ・グランドオーケストラ
クリスマスコンサート

日時＝12月14日
午後７時から 会場＝市
立劇場 出演＝ゲスト／白鳥英美子さん
曲目＝映画『タイタニック』のテーマ、ホ
ワイト・クリスマスほか 料金＝全席指定
4,000円（当日500円増）

●ジュニア・リリック
コンサート’99（無料）

日時＝12月19日	午後１時30分から 会場
＝リリックホール・コンサートホール
入場には整理券が必要です。整理券は、リリックホールと
市立劇場で取り扱っています。

●シェイクスピア演劇ワークショップ発表会
「ロミオとジュリエット」（無料）
県内の高校生が英語（原語）で上演します（字幕つき）。

日時＝12月26日	午後２時から 会場＝リリックホール・シ
アター

●第３回長岡国際ふゆのたびフェスティバル
あふれる抒情～シューベルト再訪

ふたたび

日時と内容＝①２月20日	午後２時から シュテファン・ゲ
ンツ・リサイタルⅠ／シューベルト、ブラームス、マーラー
の歌曲 ②２月22日
午後７時から ガラ・コンサート／「ま
す」「死と乙女」歌から器楽へ ③２月23日�・25日�午後２
時と午後７時から（１日２回） 歌曲マスタークラス ④２
月26日�午後７時から シュテファン・ゲンツ・リサイタル
Ⅱ／『冬の旅』 ⑤２月27日	午後２時から マスタークラ
ス受講生リサイタル
出演＝シュテファン・ゲンツ（バリトン）、ロジャー・ヴィニ
ョールズ（ピアノ）、天田美佐子（メゾ・ソプラノ）、リリッ
ク・アソシエイト・アンサンブル（ＳＡＷＡ ＱＵＡＲＴＥＴ）
料金＝単券（各１公演）全席自由 一般3,000円、学生1,500
円 セット券（３公演）全席自由 一般7,000円、学生3,500
円（当日各500円増）※③の聴講と⑤の入場は無料です。

▲カラベリさん

ミ
ニ

ニ
ュ
ース

▲渡辺香夏ちゃんとお母
さんの教子さん



長
岡
市
教
育
委
員
会
表
彰

晴
れ
の
受
賞
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

表
彰
式
は
、
11
月
19
日
に
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
多
年
長
岡
郷
土
史
研
究
会
会
長

と
し
て
郷
土
の
歴
史
発
掘
に
努
め
、

文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

吉
澤

俊
夫
（
信
濃
２
）

▼
多
年
長
岡
市
陸
上
競
技
協
会
役

員
と
し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

藤
島

康
太
郎
（
中
沢
３
）

▼
多
年
長
岡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

役
員
と
し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
た
功
績

森

義
信
（
春
日
２
）

▼
多
年
長
岡
市
地
域
子
ど
も
会
の

育
成
お
よ
び
組
織
の
拡
充
・
強
化

に
尽
力
さ
れ
青
少
年
の
健
全
育
成

に
寄
与
さ
れ
た
功
績

山
岬

達
美
（
千
手
１
）

今
井

俊
谷
（
宮
内
８
）

佐
藤

成
二
（
渡
場
町
）

櫻
井

英
一
（
宮
本
町
１
）

▼
多
年
山
本
地
区
に
お
け
る
少
年

剣
道
の
指
導
を
通
し
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

草
間

勝
茂
（
浦
瀬
町
）

●
長
岡
市
産
有
機
農
産
物
等

生
産
管
理
研
修
会
（
無
料
）

市
内
で
有
機
栽
培
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
、
ま
た
は
今
後
取
り
組

み
を
予
定
し
て
い
る
人
お
よ
び
団

体
を
対
象
に
し
た
研
修
会
で
す
。

期
日
と
内
容
�
①
１
月
26
日
�

・
長
岡
市
産
有
機
農
産
物
等
栽
培

認
証
事
業
の
概
要
ほ
か
②
２
月
２

日
�
・
有
機
栽
培
等
に
お
け
る
生

産
管
理
③
２
月
９
日
�
・
記
録
類

の
整
備
保
管
（
３
回
と
も
参
加
し

て
く
だ
さ
い
）

時
間
�
午
後
６

時
〜
８
時

会
場
�
パ
ス
ト
ラ
ル

長
岡
（
今
朝
白
２
）

定
員
�
40

人

申
し
込
み
�
12
月
24
日
�
ま

で
に
農
林
振
興
課
�
39
・
２
２
２
３

■
一
緒
に
ス
キ
ー
を
滑
り
ま
せ
ん
か

コ
ー
チ
が
指
導
し
ま
す
。
ス
キ
ー
の
好

き
な
女
性
は
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
１
月
19
日
〜
２
月
16
日
の
毎
週
水

曜
日
（
計
５
回
）
午
前
10
時
15
分
〜
午
後

０
時
15
分

会
場
�
市
営
ス
キ
ー
場

参

加
料
�
８
、０
０
０
円

申
し
込
み
�
12
月

31
日
�
ま
で
に
長
岡
婦
人
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

・
小
池
ハ
ル
エ
さ
ん
�
33
・
２
０
５
１
へ

２１

リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク（
竜
脳
菊
）

別
名
、
ヤ
マ
ギ
ク
と
も
呼
ば
れ
、

日
当
た
り
の
よ
い
山
地
や
丘
陵
に

自
生
す
る
多
年
草
で
す
。

名
前
は
、
茎
や
葉
に
含
ま
れ
て

い
る
精
油
が
、
香
料
に
使
わ
れ
る

竜
脳
の
匂
い
が
あ
っ
て
、
菊
に
似

て
い
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

草
丈
は
30
〜
80
㎝
で
、
上
方
で

分
枝
し
ま
す
。
花
期
は
10
〜
11
月

で
、
一
般
に
頭
花
の
花
び
ら
は
白

色
で
、
直
径
は
３
〜
５
㎝
ほ
ど
で

す
。可

憐
な
野
菊
の
仲
間
で
す
が
、

朝
夕
の
気
温
の
低
い
高
所
で
は
、

美
し
い
淡
紅
色
の
も
の
や
、
時
に

は
黄
、
半
八
重
、
千
重
咲
き
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
野
生
菊
の
な
か
で

も
特
に
美
し
い
種
類
と
い
っ
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

葉
の
形
は
、
家
庭
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
菊
の
葉
に
似
て
い
ま
す
。

性
質
は
丈
夫
で
育
て
や
す
く
、

赤
玉
土
や
一
般
の
山
野
草
の
土
で

鉢
栽
培
さ
れ
ま
す
が
、
株
は
毎
年

株
分
け
や
さ
し
芽
、
播
種
な
ど
で

再
新
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。▲リュウノウギク

リ
ュ
ウ
ノ
ヒ
ゲ（
竜
の
髭ひ
げ

）

葉
の
形
か
ら
竜
の
髭
。
別
名
の

ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
（
蛇
の
髭
）
も
こ
こ

か
ら
来
た
も
の
で
し
ょ
う
。

ヤ
ブ
ラ
ン
に
近
い
常
緑
で
、
ユ

リ
科
の
多
年
草
で
す
。

学
名
、
オ
ピ
オ
ポ
ゴ
ン
・
ジ
ャ

ポ
ニ
ッ
ク
ス
と
い
い
、
日
本
の
各

地
に
自
生
す
る
こ
と
か
ら
、
各
地

で
い
ろ
い
ろ
な
方
言
で
呼
ば
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

古
く
か
ら
庭
の
土
止
め
や
、
日

陰
の
地
被
植
物
（
グ
ラ
ン
ド
カ
バ

ー
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

葉
の
幅
が
２
〜
３
㎜
、
長
さ
は

10
〜
20
㎝
で
、
濃
緑
色
で
光
沢
が

あ
り
ま
す
。
７
月
ご
ろ
、
短
い
花

茎
を
伸
ば
し
て
淡
紫
色
の
小
花
を

つ
け
、
秋
に
は
鮮
や
か
な
コ
バ
ル

ト
ブ
ル
ー
の
種
子
を
結
び
ま
す
。

園
芸
品
種
と
し
て
は
、
矮
性
緑

葉
の
玉
龍
（
別
名
チ
ャ
ボ
リ
ュ
ウ

ノ
ヒ
ゲ
。
斑
入
り
種
も
あ
る
）
や

黒
い
葉
の
黒
龍
、
白
い
葉
の
白
龍

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

大
変
育
て
や
す
い
植
物
で
、
日

な
た
で
も
日
陰
で
も
、
乾
燥
地
で

な
け
れ
ば
ど
こ
で
も
育
ち
ま
す
。

雨
だ
れ
受
け
や
溝
縁
に
使
わ
れ
る

な
ど
、
水
に
は
大
変
強
く
、
放
任

で
も
十
分
育
ち
ま
す
。
分
け
つ
力

が
旺
盛
で
よ
く
殖
え
ま
す
。
酷
暑

や
厳
寒
期
を
避
け
れ
ば
、
い
つ
で

も
株
分
け
が
で
き
ま
す
。

最
近
は
諸
外
国
で
も
注
目
さ
れ
、

グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
と
し
て
活
用
さ

れ
た
り
、

花
壇
の
縁

取
り
や
室

内
で
の
鑑

賞
用
の
寄

せ
植
え
の

材
料
に
も

使
わ
れ
た

り
し
て
い

ま
す
。

リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン（
竜
舌
蘭
）

リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
科
は
、
約
３

０
０
種
も
あ
る
ア
ガ
ベ
属
の
他
に

も
８
属
も
あ
る
大
家
族
で
す
。
名

は
、
形
が
い
ず
れ
も
竜
の
舌
に
似

て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

メ
キ
シ
コ
産
の
種
類
に
、
大
株

で
直
径
が
３
〜
４
ｍ
に
も
な
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
種
類
か
ら
、

プ
ル
ケ
と
い
う
「
ど
ぶ
ろ
く
」
の

よ
う
な
発
酵
酒
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
ず
、
茎
を
切
り
取
り
、

株
の
芯
に
く
ぼ
み
を
作
り
ま
す
。

次
に
、
溜
ま
る
汁
液
を
集
め
て
、

桶
に
入
れ
ま
す
。
１
〜
２
週
間
お

く
と
完
成
し
ま
す
。
こ
れ
を
蒸
留

し
た
も
の
が
テ
キ
ー
ラ
で
す
。

園
芸
品
種
も
多
く
、
中
〜
小
型

種
は
鉢
植
え
に
よ
く
、
広
く
栽
培

さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
乱
れ
雲
、

さ
さ
め
雪
、
滝
の
白
糸
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
好
日
性
の
植
物
な
の
で
、

十
分
日
光
に
当
て
て
育
て
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
し
ょ
う
。

前
記
以
外
に
も
「
竜
」
の
名
の

つ
く
植
物

を
調
べ
て

み
ま
せ
ん

か
。

２
０
０
０
年
の
干
支

「
竜
」
の
名
の
つ
く
植
物

い
よ
い
よ
西
暦
二
千
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
二
千

年
の
干
支
は
辰（
竜
）で
す
。

竜
は
想
像
上
の
動
物
で
、
日
本
で
は
古
く
か
ら
雨
乞

あ
ま
ご
い

で
水
神

様
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
で
も
神
秘
的
な

動
物
と
し
て
崇あ

が

め
ら
れ
、
お
め
で
た
い
印
に
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、「
竜
」
の
つ
く
植
物
の
紹
介
で
す
。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て
（
12
月
９
日
�木
は
お
休
み
し
ま
す
）

〇150

ミ
ニ

情
報

▲リュウノヒゲ（玉龍）

▲リュウゼツラン

●
都
市
計
画
変
更
案
の

図
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

ネ
オ
ト
ピ
ア
長
岡
（
旧
ス
ペ
ー

ス
ネ
オ
ト
ピ
ア
）
地
区
、
川
崎
北

地
区
の
都
市
計
画
の
変
更
に
あ
た

り
、
そ
の
内
容
を
記
し
た
変
更
案

の
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
変
更
案
に
つ
い
て
意
見
の

あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
中
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
�
12
月
10
日
�
〜
24
日

�
縦
覧
場
所
�
市
役
所
３
階
都

市
政
策
課
�
39
・
２
２
２
５

●
冬
の
火
災
予
防

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
と

き
は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
使
用
前
に
必
ず
点
検
を
す
る

②
給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら

③
給
油
口
の
キ
ャ
ッ
プ
は
確
実
に

し
め
る

④
給
油
の
と
き
の
こ
ぼ
れ
油
は
ふ

き
と
る

⑤
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
乾

か
さ
な
い

⑥
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
く
に
置

か
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
子
ど
も
を

遊
ば
せ
な
い

担
当
�
消
防
本
部
予
防
課
�
35
・
２

１
９
０

●
自
転
車
・
バ
イ
ク
を

冬
期
間
預
か
り
ま
す

長
岡
駅
東
口
自
転
車
駐
車
場

（
地
上
）
で
は
冬
期
間
、
自
転
車

と
バ
イ
ク
（
50
㏄
以
下
）
を
お
預

か
り
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
�
12
月
25
日
〜
来
年
３
月
24

日
（
期
間
中
の
出
し
入
れ
は
で
き

ま
せ
ん
）

料
金
�
自
転
車
３
、０

０
０
円
、
バ
イ
ク
４
、５
０
０
円

申
し
込
み
・
搬
入
�
12
月
15
日
�

〜
25
日
�
に
直
接
駐
車
場
へ

問

い
合
わ
せ
�
東
口
自
転
車
駐
車
場

�
34
・
１
６
７
８
、
大
手
口
駐
車
場

�
33
・
２
３
４
５

●
農
業
・
農
村
活
性
化

推
進
研
修
会
（
無
料
）

多
様
な
視
点
か
ら
農
業
の
情
勢

や
将
来
等
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
�
12
月
21
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
５
時

会
場
�
パ
ス
ト
ラ
ル

長
岡
（
今
朝
白
２
）

講
師
�
中

小
企
業
診
断
士
・
武
藤
勝
行
さ
ん
、

長
岡
中
央
青
果
㈱
・
鈴
木
圭
介
さ

ん

対
象
�
農
業
者

定
員
�
１

２
０
人

申
し
込
み
�
農
林
政
策

課
�
39
・
２
２
２
４
へ

特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。
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くくらら ししのの 情情報報 №19

無料体験だけのつもりが
高額な契約をさせられて
しまった

Ｑ： 新聞広告の育毛無料体験に出か
けたら、検査料として２万円請求
され、無料なのにと思ったが支払
った。
そのうえ、抜け毛の原因はスト
レスと栄養不足と言われ、育毛剤
と育毛サービスの高額な契約をさ
せられたがやめたい。

Ａ： 自らお店へ出向いて契約した場合は、クーリング・オ
フ（契約の無条件解除）の適用外ですが、相談者は未成
年者で親の同意を得ていなかったので、「未成年者契約取
消通知」を内容証明郵便で出し、解約できました。
悪質な業者は無料体験といいながら、検査料を取った
り、言葉巧みに不安感を抱かせて商品やサービスを契約
させたりします。
育毛サービスのほかにエステでも、実際にサービスを
受け、断りにくくなって契約してしまったというケース
があります。
「無料」という言葉につられ、安易な気持ちで店に出
向くのは避けたいものです。契約するときは本当に必要
なものかよく考え、解約条件についても必ず確認しまし
ょう。

問い合わせは消費生活センター�３２・００２２へ
（相談時間は午前９時30分～午後４時）

ＡＢＣ塾
農業経営の達人になろう！

ＡＢＣ（ＡｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅＢｕｓｉｎｅｓｓＣｈａｌｌｅｎｇｅ）塾は、これ
からの長岡市の農業を担う人材を育成する講座です。
今年度は次の３コースを用意しました。ぜひ、ご参加
ください（申し込み多数の場合は抽選）。

①パソコン活用講座
農業経営へのパソコンの活用とインターネットを利用
した農産物の産直販売の方法等を学びます。
期 日＝１月18日�～２月23日�（全５回）
対 象＝パソコンの導入、活用を考えている農業者
会 場＝ＮＴＴ東日本長岡営業支店マルチメディア体験

ルーム
参加料＝2,000円（テキスト代）
定 員＝20人
申し込み＝12月27日	まで
②井戸端創造講座（無料）
自由な話し合いの中で、女性農業者の役割を考えます。
日 時＝12月16日
～２月９日�（全４回）
対 象＝農業に携わる女性とその家族
会 場＝市役所幸町分室研修室
定 員＝10人
申し込み＝12月14日�まで
③農業経営改善入門講座（無料）
経営管理の基本や決算書のつくり方等、農業経営の基
礎を学びます。
期 日＝１月14日�～２月18日�（全４回）
対 象＝認定農業者、経営改善に意欲的な農業者
会 場＝市役所幸町分室研修室
定 員＝20人
申し込み＝12月27日	まで

問い合わせ＝農林政策課�39・2224

新年賀詞交換会
日 時＝１月４日�午前11時30分から
会 場＝厚生会館大ホール
会 費＝１人500円
申し込み＝12月15日�までに会費を添えて

秘書課�39・2200または長岡商工
会議所１階受付�32・4500へ

▲万一の火災への備えも大切です（11
月９日・立川綜合病院の避難訓練で）

▲駐車場に預ければ冬も安心です



●
小
・
中
学
校
の

入
学
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
人
の
保
護
者
に
、
入
学
通
知
書

を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校

に
入
学
す
る
人
の
保
護
者
に
は
、

小
学
校
を
通
じ
て
入
学
通
知
書
を

お
届
け
し
ま
す
。

12
月
25
日
こ
ろ
ま
で
に
届
か
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
学
通
知
書
の
住
所
か
ら
転
居

し
た
場
合
は
、
入
学
す
る
学
校
が

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
学
校
教
育
課
�
39
・

２
２
３
９

●
地
域
振
興
券

特
定
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

地
域
振
興
券
の
換
金
申
出
期
限

は
、
12
月
20
日
�
ま
で
で
す
。
期

限
を
過
ぎ
る
と
受
け
付
け
が
で
き

な
く
な
り
、
振
興
券
は
無
効
に
な

り
ま
す
。

地
域
振
興
券
特
定
事
業
者
で
、

ま
だ
換
金
申
出
を
し
て
い
な
い
人

は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
長
岡
市
の
地
域
振
興
券

の
交
付
額
は
９
億
２
、４
７
０
万
円

だ
っ
た
の
に
対
し
、
11
月
15
日
現

在
の
換
金
申
出
額
は
９
億
１
、９
５

７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
地
域
振
興
券
担
当

室
�
39
・
２
２
５
３

特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。
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■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

Ｖ
リ
ー
グ
女
子
長
岡
大
会

日
時
�
１
月
29
日
�
午
後
３
時
か
ら

会

場
�
市
民
体
育
館

内
容
�
第
１
試
合
…

日
立
×
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
第
２
試
合
…
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
×
シ
ー
ガ
ル
ス

入
場
料
�
Ｓ

席
指
定
３
、５
０
０
円
、
Ａ
席
指
定
２
、５

０
０
円
、
一
般
自
由
２
、０
０
０
円
、
高
校

生
自
由
１
、５
０
０
円
、
小
中
学
生
自
由
１
、

０
０
０
円
（
12
月
18
日
�
午
後
１
時
か
ら

市
民
体
育
館
で
発
売
）

問
い
合
わ
せ
�

市
民
体
育
館
�
34
・
２
７
０
０
、
県
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
・
関
矢
さ
ん
�
27
・
０
８
３
４

■
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ル

ハ
ー
ト
フ
ル

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
美
し
い
音
色
を
ど
う
ぞ
。

日
時
�
12
月
12
日
�
午
後
２
時
か
ら

会

場
�
県
立
近
代
美
術
館
講
堂

問
い
合
わ

せ
�
今
井
さ
ん
�
36
・
４
６
６
４

■
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部
附
属

長
岡
中
学
校
生
徒
募
集

募
集
人
数
�
１
年
生
１
２
０
人
（
附
属
長

岡
小
学
校
か
ら
の
連
絡
入
学
者
約
80
人
を

含
む
）

対
象
�
平
成
12
年
３
月
小
学
校

卒
業
見
込
み
で
、
自
宅
か
ら
１
時
間
以
内

で
通
学
で
き
る
人

申
し
込
み
�
所
定
の

用
紙
（
12
月
24
日
�
ま
で
長
岡
附
属
学
校

事
務
室
�
32
・
４
９
５
６
で
直
接
交
付
）
で

出
願
期
間
�
12
月
20
日
�
〜
27
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

■
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
職
業
教
室
（
無
料
）

日
時
�
12
月
14
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
４

時

会
場
�
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡
（
今
朝
白

２
）

対
象
�
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
職
を
希

望
す
る
人

内
容
�
税
金
・
法
律
な
ど
諸

制
度
に
つ
い
て
、
仕
事
探
し
と
そ
の
成
功

に
向
け
て

定
員
�
30
人

問
い
合
わ
せ

�
長
岡
パ
ー
ト
バ
ン
ク
�
34
・
８
０
１
０
、

長
岡
公
共
職
業
安
定
所
�
32
・
１
１
８
１

ミ
ニ

情
報

２２

事業主のみなさんへ
償却資産の申告をお忘れなく

償却資産とは…

会社や個人で工場や商店などを経営している人が、土地
と家屋以外で、事業のために用いることができる機械、器
具、備品などの有形固定資産をいい、固定資産税の課税対
象となります。

償却資産は申告制度です

長岡市内に償却資産を持っている事業主は、毎年１月１
日現在の状況を１月31日までに自主申告することになって
います。対象事業者には12月中旬に用紙を送付しますので、
申告してください。
なお、償却資産は用紙が送付されないから申告しなくて
もよい、というものではありません。該当資産があるのに
用紙が届かなかったり、用紙が不足したりする場合はご連
絡ください。

問い合わせ＝資産税課�39・2213

償却資産の例
①構築物
井戸、庭園、舗装路面、門、
フェンス、側溝、広告塔、
アーケードなど
②機械および装置
旋盤、ミシン、モーター、プレス機、ブルドーザー、走
行クレーンなど
③船舶
一般船舶、ボート、モーターボート、漁船など
④航空機
飛行機、ヘリコプター、グライダーなど
⑤車両および運搬具
フォークリフト、台車、構内運搬具（自動車税、軽自動
車税の課税対象となるものは除く）など
⑥工具・器具および備品
コピー機、パソコン、エアコン、冷蔵庫、作業用工具、
陳列ケースなど

公営住宅

入居申し込みの
現況をお知らせ
します
市内の公営（市・県営）住宅は、各団地とも空き室が
ない状態が続いています。入居の申し込み数は年々増え、
申し込み後１年以上待っても入居できない状況です。
このため市では、申し込み者が一定数に達していない
団地のみ、申し込みを受け付けることにしました。
11月24日現在で、申し込みを受け付けているのは次の
団地です。

稲葉団地、昭和団地、寿団地

なお、受け付けする団地は申し込み者数や退去者の状
況により変わる場合があります。詳しくは、お問い合わ
せください。

問い合わせ＝建築住宅課�39・2229

土・日曜日もご利用ください
市民サービスコーナー（厚生会館わき）
住民票や戸籍、印鑑関係の各種証明書を発行しています。
業務時間 平 日………午前７時30分～午後７時

土・日曜日…午前10時～午後４時
国民の祝日…休業

問い合わせ 市民サービスコーナー�36・7822

２３

●本庁
市役所の休日は、12月29日	～１月３日�です。ただし、
次の業務については12月30日
（午前８時30分～午後５時）
まで取り扱います。
①市民課（１階）
住民異動届などの各種届出書の受理、戸籍や住民票、印鑑
証明などの各種証明書の交付
②市民サービスコーナー（厚生会館わき）
戸籍や住民票、印鑑証明などの各種証明書の交付
③国保医療課（１階）
老人保健障害認定、国民健康保険証明書の交付、重度心身
障害者医療費（県障医療）・ひとり親家庭等医療費（県親医
療）・老人医療費（県老）・乳児医療費・幼児医療費・精神
障害者医療費の助成
④介護保険課（２階）
転出・転入届にかかる介護保険の受給資格証明書・資格者
証の交付、要介護認定にかかる相談

⑤市民税課（２階）
法人市民税・軽自動車税の申告、所得証明などの各種証明
書の交付

⑥資産税課（２階） 課税証明などの各種証明書の交付
⑦収納課（２階） 市税などの収納事務、納税証明書の交付
⑧商業振興課（４階） 金融相談

●本庁以外の主な施設
①次の施設の休日は、12月28日�～１月４日�です。
長岡リリックホール 市立劇場 社会福祉センター
高齢者センターけさじろ 高齢者センターまきやま
勤労者体育センター サンライフ長岡 勤労青少年ホーム
産業展示室（ハイブ長岡内） ふるさと体験農業センター
下川西農村環境改善センター 福戸農村環境改善センター
市民体育館 南部体育館 北部体育館 悠久山屋内プール
厚生会館 青少年文化センター 中央公民館 互尊文庫
西地域図書館 南地域図書館 科学博物館 郷土史料館
②長岡ロングライフセンター、高齢者センターふそき、中央
図書館の休日は、12月27日�～１月４日�です。
③消費生活センター、「千秋が原ふるさとの森」アトリウム、
ハイブ長岡の休日は、12月29日	～１月３日�です。
④自転車駐車場の休日は、１月１日祝�～３日�です（12月31
日の営業時間は午後６時まで、４日以降は平常どおり午前
６時～午後10時）。

⑤大手通り地下駐車場、大手口駐車場は休まず営業します（12
月31日の営業時間は午後６時まで、１月１日～３日は午前
８時～午後６時、その他の日は平常どおり午前７時～午後
10時）。

●年末年始のごみ収集
問い合わせ＝環境業務課�24・2837

12月27日� 平常どおり
28日� 平常どおり
29日	 平常どおり
30日
 平常どおり＋第４木曜日コースの「粗大ごみ」を

収集（モデル地区を除く）
31日� 休み

１月１日祝� 休み
２日� 休み
３日� 休み
４日�以降 平常どおり

なお、１月10日祝�は月曜日コースの「燃やさないごみ」だ
け収集します。

●空きびん・空き缶の冬期間収集
問い合わせ＝環境業務課�24・2837

12月から（栖吉・前川地区は１月から）月１回の通常収集
を休み、下記の44の施設に空きびんと空き缶の収集用コンテ
ナを常設します。いつでも都合の良いときに最寄りの施設に
お持ちください。
実施期間は、12月１日	～３月29日	。ただし、12月29日～
１月３日を除きます（栖吉・前川地区は１月４日～２月29日
です）。４月からはステーションで、月１回の平常収集に戻り
ます（栖吉・前川地区は３月から）。
コンテナには袋から出して、空きびんと空き缶を別々に入

れてください（ほかのごみは入れないでください）。また、施
設を汚さないように中身を水洗いしてから出してください。

厚生会館 勤労青少年ホーム 中島公民館 中央公民館
健康センター 社会福祉センター 神田公民館 新町公民館
環境衛生センター 川崎公民館 豊田公民館 黒条公民館
四郎丸コミュニティセンター 富曽亀公民館 新組公民館
山本公民館 山通公民館 栖吉公民館 栖吉活性化センター
沢田跨線橋下（線路東側） 沢田跨線橋下（線路西側）
南部体育館東側 前島町集落開発センター 片田町公民館
大湯沢会館 太田出張所 滝谷町１丁目集落開発センター
十日町生活改善センター 六日市公民館 大島公民館
希望が丘公民館 深才公民館 親沢町公民館 日越公民館
上除町公民館 関原公民館 福戸公民館 王寺川公民館
下川西公民館 上川西コミュニティセンター 宮本公民館
高齢者センターまきやま ニュータウンセンタービル
大積公民館

●し尿のくみ取り
申し込み＝長岡市環境衛生公社�24・9310

し尿のくみ取りは、12月28日�まで受け付けます。１月４
日�以降は通常どおりです。
なお、業務の混雑状況や降雪の状況などにより、申し込み

からくみ取りまで日数がかかる場合がありますので、早めに
お申し込みください。また、作業ができるように、くみ取り
口の除雪とくみ取り車の駐車場所の確保にご協力をお願いし
ます。

●長岡市のコンピュータ西暦2000年
問題への対応について
コンピュータが西暦2000年と1900年を区別できずに、誤作

動や停止する問題について、長岡市は危機管理計画を策定し、
西暦2000年問題対策本部を設置しました。
コンピュータシステムを総点検し、プログラム修正や模擬

テストを行って万一の場合に備えています。
また、問題の発生が予想される１月１日未明を中心に対策

本部（本庁）と水道、下水道、消防の各部署では職員の待機
体制をとります。
一方、金融、エネルギー、情報通信、交通、医療といった

重要な分野では、各事業者により対策が進められ、日常生活
に深刻な影響を与えるような大きな混乱は生じないと考えら
れますが、地震や風水害への備えも兼ねて、各家庭で食料、
懐中電灯、ラジオ、乾電池などの備えを点検されるようお願
いします。
また、国や県が提供するコンピュータ西暦2000年問題に関

する情報に注意してください。
問い合わせ＝行政管理課内 西暦2000年問題対策本部

�39・2208（12月29日～１月３日�35・1123へ）

年末年始 市の業務のご案内


